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トピックス　  まちの話題 

12
月
25
日
（
水
）、
プ
ロ
野
球
の
読
売
ジ

ャ
イ
ア
ン
ツ
か
ら
育
成
４
位
で
指
名
を
受
け

た
吹
田
志
道
投
手
が
来
庁
し
、
入
団
を
報
告

し
ま
し
た
。

町
長
か
ら
は
「
１
日
も
早
く
プ
ロ
の
生
活

に
慣
れ
、
テ
レ
ビ
で
活
躍
を
見
ら
れ
る
よ
う

な
選
手
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
激

励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
、
吹
田
投
手
は
、「
少

し
で
も
早
く
１
軍
で
投
げ
れ
る
選
手
と
な

り
、
生
ま
れ
育
っ
た
大
鰐
町
を
盛
り
上
げ
る

た
め
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。」
と
抱
負
を

述
べ
ま
し
た
。

佐
藤
昭
子
さ
ん
が
、
令
和
６
年
秋
の
褒
章

（
藍
綬
褒
章
）
を
授
与
さ
れ
、
11
月
29
日

（
金
）
に
大
鰐
町
役
場
で
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

藍
綬
褒
章
は
国
や
地
方
公
共
団
体
か
ら
依

頼
さ
れ
て
行
わ
れ
る
公
共
の
事
務
に
尽
力
し

た
方
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

佐
藤
さ
ん
は
、
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し

て
、
平
成
４
年
か
ら
令
和
４
年
ま
で
30
年
間

務
め
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
の
受
章
は
、
長
年

に
わ
た
り
地
域
福
祉
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
た

功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
と
な
り
ま
す
。

家
族
経
営
協
定
調
印
式

吹
田
志
道
投
手
が
入
団
を
報
告

令
和
６
年
秋
の
褒
章（
藍
綬
褒
章
）を
受
章

大
鰐
町
農
業
委
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

大
鰐
町
農
業
委
員
の
三
浦
隆
彦
さ
ん
が
、

青
森
県
農
業
会
議
か
ら
「
永
年
勤
続
農
業
委

員
」と
し
て
、表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
15
年
４
月
に
大
鰐
町
農
業
委
員
に
就

任
し
て
以
来
、
21
年
間
に
わ
た
り
地
域
農
業

者
の
良
き
相
談
役
と
し
て
、
指
導
及
び
助
言

に
努
め
、
農
業
行
政
の
推
進
と
地
域
農
業
の

発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

「
今
後
も
、
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

を
よ
り
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
、
尽
力
し
て

い
く
」
と
力
強
い
抱
負
と
と
も
に
、
町
長
に

受
賞
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

髙
橋
大
樹
・
藤
人
・
ぬ
い
子
さ
ん
（
苦
木
）

親
子
に
よ
る
家
族
経
営
協
定
の
調
印
式
が
12

月
18
日
、
大
鰐
町
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

家
族
経
営
協
定
と
は
、
家
族
経
営
の
方
針

や
家
族
一
人
ひ
と
り
の
役
割
、
働
き
や
す
い

環
境
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
、
家
族
間
の
十

分
な
話
し
合
い
に
基
づ
き
、
取
り
決
め
る
も

の
で
す
。

「
安
定
し
て
、
農
業
経
営
で
明
る
い
家

庭
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
り
ん
ご
の
５

年
後
の
目
標
や
各
自
の
役
割
、
報
酬
な
ど
を

記
し
た
協
定
書
に
記
名
押
印
し
、
親
子
で
協

力
し
合
っ
て
作
業
を
し
て
い
き
た
い
と
、
語

っ
て
い
ま
し
た
。
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インフォメーション　  まちのお知らせ 

「人生会議」
はじめませんか？

　誰でも、いつでも、命に関わる大きな病気やケガをする可能性があります。

　命の危険が迫った状態になると、４人のうち３人が、これからの医療やケアなどを自分で決めたり、望みを人

に伝えたりすることができなくなると言われています。

人生会議（アドバンス・ケア・プランニング）とは？
　もしものときのために、あなたの大切にしていることや、どこでどのような医療やケアを望んでいるかなどに

ついて、自分自身で考え、周囲の信頼する人たちと話し合い、共有することを「人生会議（ＡＣＰ：アドバンス・

ケア・プランニング）」といいます。

　これらの話し合いは、もしものときに、あなたの信頼する人が、あなたの代わりに医療やケアについて難しい

決断をする場合に重要な助けとなります。

どんなことをすればいいの？
　心身の状態に応じて意思は変化することがあります。次の４つのステップに沿って、何度でも繰り返し考え、

話し合いましょう。

◆あなたが大切にしていることは何ですか？

⇒家族と過ごせる、仕事を続ける、趣味を続ける、人の迷惑にならない、など

◆あなたが信頼できる人は誰ですか？

⇒あなたの代わりにあなたの思いを伝えてくれる人（家族や医療従事者など）を決めて、あなたが大切にして

いる価値観や人生観を知ってもらいましょう。

◆信頼できる人や医療・ケアチームと話し合いましたか？

⇒現在の体のこと、病気のことなど、かかりつけ医に聞いてみましょう。家族や信頼できる人、医療・介護関

係者と話し合ってみましょう。

◆話し合いの結果を大切な人たちに伝えて共有しましたか？

⇒話し合ったことは記録として残しましょう。希望や思いは、時間とともに変化したり、健康状態によって変

わる可能性があります。繰り返し考え、話し合い、大切な人たちに伝えて共有しましょう。

詳しくは、厚生労働省のホームページをご覧ください。

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_02783.html

■お問合せ
　保健福祉課地域包括支援係　☎55・6569（直通）
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インフォメーション　  まちのお知らせ 

住民生活課（年金）だより
◆「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が発送されます
　日本年金機構から、下記の対象者にあて「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が発送されています。
お手元に届きましたら、確定申告の際にご利用ください。
送付スケジュールは次の通りです。

発送時期 対象者

令和６年11月上旬 令和６年１月１日から令和６年９月30日までの間に国民年金保険料を納付さ
れた方

令和７年２月上旬（予定） 令和６年10月１日から令和６年12月31日までに国民年金保険料を納付された
方（上記の対象者は除きます。）

　国民年金保険料は所得税法及び地方税法上、社会保険料控除として課税所得から控除されます。令和６年の控
除の対象となるのは令和６年１月１日から令和６年12月31日に納められた保険料の全額です。対象期間中のお
支払いであれば、過年度分の保険料や追納された保険料も控除の対象となります。
　なお、ご家族の負担すべき分を支払っている場合は、ご自身の分に加えその保険料についても控除が受けられ
ます。申告の際に、受付職員へ資料としてご提示ください。
　また、日本年金機構ホームページにおいて「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」に関する概要、よく
あるご質問（Ｑ＆Ａ）等について掲載されていますのでぜひご覧ください。また、同ホームページに、お問い合
わせに対してチャットの形式で自動的に応答するチャットボット（控除証明書相談チャット）が開設されていま
すのでぜひご利用ください。

　ホームページ　日本年金機構（https://www.nenkin.go.jp/）
　相談ダイヤル　ねんきん加入者ダイヤル（0570・003・004）

　ご相談やお問い合わせは下記の宛先にご連絡ください。
　日本年金機構　弘前年金事務所　　☎0172・27・1339
　役場住民生活課　国保年金係　　　☎0172・55・6563

◆日本年金機構より「ねんきんネット」ご利用のご案内
　「ねんきんネット」は、スマートフォン等からご自身の年金情報を手軽に確認できるサービスです。

「ねんきんネット」でできる機能
　①ご自身の年金記録の確認、②将来の年金見込額の確認、③「ねんきん定期便」や各種通知書の確認、④国民
年金保険料口座振替の申し出　など

　また、「マイナポータル」と「ねんきんネット」を連携してさらに便利に利用できます。「マイナンバーカード」
と「スマートフォン」を使用してぜひ次の登録をお願いします。

〇「ねんきん定期便」のペーパーレス化
〇オンラインでの確定申告に使える「公的年金等の源泉徴収票」、「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」
の電子送付希望の登録
（税務署や市町村での確定申告においても「ねんきんネット」で各種通知書の確認から年金額等の入力・記入
にご利用いただくことができます。）

　＜ねんきん定期便・ねんきんネット専用番号＞0570・058・555
　050から始まる電話番号は　03・6700・1144
　詳しくは日本年金機構ウェブサイトをご覧ください。
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国民健康保険被保険者のみなさまへ
　交通事故など第三者の行為によるケガや病気で町の国民健康保険（国保）を使って治療を受けるときは、必ず

役場の窓口に「第三者行為による傷病届」を提出してください。

●第三者の行為によるケガ・病気とは？

　交通事故（バイクや自転車も含む）、暴力行為、購入食品や飲食店などでの食中毒、他人のペットによる負傷

などです。ただし、仕事中や通勤中の交通事故などは、労災保険が適用されるため、国保は使用できませんので、

その旨を医療機関に申告してください。

●必ず「第三者行為による傷病届」を提出してください！

　交通事故などの第三者行為によりケガや病気をしたときの医療費は、被害者に過失がない場合、加害者が全額

負担することが原則です（被害者に過失があった場合は、その割合に応じて加害者から受け取る医療費が減額さ

れます）。しかし、加害者との交渉などで時間がかかる場合もあるため、一時的に国保が医療費を立て替えて、

あとで加害者に請求することで、被害者の負担を軽減します。その際、「第三者行為による傷病届」が必要とな

りますので、速やかに提出をお願いします。すぐに届出ができない場合は、国保年金係へ電話連絡をお願いしま

す。

●届出に必要なものは？

・第三者行為による傷病届、交通事故証明書、事故発生状況報告書、被保険者の念書

※上記の様式は町ホームページ内からダウンロードしてご使用ください。

・資格情報を確認できるもの（例：被保険者証か連携済みのマイナンバーカード、資格確認証）

・届出人の個人番号

●なぜ届出が必要なの？

　届出がないと、本来加害者が負担する医療費を国保が負担することになります。また、届出が遅れた場合は、

国保から加害者への請求が遅れ、国保が医療費を回収できない可能性が高まります。いずれの場合も、国保の負

担が増し、加入者の保険税の負担増につながってしまいます。

　また、加害者との話し合いで示談が成立すると、国保が立て替えた医療費を加害者へ請求できなくなることが

あります。その場合、国保は被害者へ医療費を請求することになりますので、示談する前に必ず国保年金係まで

お知らせください。

●負傷原因調査にご協力ください！

　医療機関から町に請求される内容に外傷性による傷病名（打撲・骨折・裂創等）が記載されている方を対象

に、「外傷性の傷病に係る負傷原因調査」を行っています。調査依頼が届いた場合は、ご協力くださるようお願

いします。

■お問合せ　住民生活課国保年金係　☎55・6563



6

インフォメーション　  まちのお知らせ 

後期高齢者医療被保険者のみなさまへ

●「高額介護合算療養費の支給申請のお知らせ」の送付について
後期高齢者医療制度に加入している方で、医療費と介護サービス費の自己負担額の１年分（令和５年８月１日

～令和６年７月31日）の合算額が限度額（※表参照）を超えた場合、その超えた金額が支給されます（500円以

下の場合は対象外）。世帯内に後期高齢者医療制度に加入している方が複数いる場合は、世帯で合算して支給額

を計算します。

支給要件に該当すると思われる世帯には、２月下旬（予定）に青森県後期高齢者医療広域連合から「支給申請

のお知らせ」を送付します。お知らせが届いた方は申請してください。

対象期間中に後期高齢者医療制度に加入した方や転入してきた方等がいる世帯には、支給対象となる世帯でも

「支給申請のお知らせ」が送付されない場合がありますので、対象になると思われる方はお問い合わせください。

所得区分 後期高齢者医療＋介護保険

現役並み所得Ⅲ※１ 212万円

現役並み所得Ⅱ※２ 141万円

現役並み所得Ⅰ※３ 67万円

一 般 Ⅰ 一 般 Ⅱ 56万円

低所得Ⅱ※４ 31万円

低所得Ⅰ※５ 19万円

※１：課税所得690万円以上の方

※２：課税所得380万円以上690万円未満の方

※３：課税所得145万円以上380万円未満の方

※４：世帯員全員が住民税非課税の方

※５：世帯員全員が住民税非課税の方のうち、世帯員全員の各所得金額が０円の方

　　　　　（公的年金の場合は収入が年額80万円以下）

自己負担額は、支払った額から高額療養費や高額介護（予防）サービス費を除いた額です。

【申請に必要なもの】
・支給申請書

・支給申請のお知らせ

・後期高齢者医療被保険者証もしくは後期高齢者医療資格確認書

・介護保険被保険者証

・個人番号確認書類（マイナンバーカードまたは通知カード）

・本人確認書類（マイナンバーカード、運転免許証、住基カード、障がい者手帳など身元のわかるもの）

・印鑑（認印）※申請者と受領者が異なる場合は両者の押印が必要です。

・通帳（または通帳のコピー）等口座情報のわかるもの

※被保険者が亡くなられている場合は受領申立書の提出が必要です。

　（事前に提出した場合は不要です。）

※被保険者以外の方が申請又は受領する場合は委任状が必要です。

※被保険者以外の方が申請する場合は委任状に加え、被保険者の個人番号がわかるもの（コピー可）、申請者

の本人確認書類が必要ですので、詳しくは担当までお問い合わせください。
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※重度心身障がい者医療費の助成を受けている場合は、市町村へ受領を委任する委任状が必要です。

※対象期間中に青森県後期高齢者医療以外の医療保険や他市町村の介護保険の加入歴と、自己負担額がある場

合は、それらの保険の自己負担額証明書が必要です。

※成年後見人の方が申請される場合は、登記事項証明書（３か月以内に発行されたもの）をお持ちください。

〇後期高齢者医療保険料第８期（普通徴収）納付期限は令和７年２月28日（金）です。

■お問合せ　住民生活課国保年金係　☎55・6563

　　　　　　青森県後期高齢者医療広域連合　☎017・721・3821

●冬期間の水道料金について
　１月から３月までの冬期間は積雪等により検針が困難なため、水道メーターの検針は行っておりません。この

ため、１月から３月までの水道料金については、10月から12月までの３か月分の平均使用水量を各月の使用水

量とみなし、料金を算定して請求しております。なお、過不足が発生した場合は、４月以降に精算しております。

　冬期間における水道料金等のご不明な点については、企業団までお問い合わせください。何とぞご理解とご協

力をお願いします。

●水道の凍結について
　冬期間の凍結による水道管の破損には、十分注意しましょう。

　万が一漏水があった場合は当企業団が指定する給水装置工事事

業者へ連絡し、修理してください。

※凍結防止のため少量の水を出したままにする方法については、

　軽減対象にはなりませんのでご了承ください。

●水道使用の開始・中止について
　水道の使用を開始・中止される場合、予定日の４から５日ほど前までに当企業団までお問い合わせください。

■お問合せ　久吉ダム水道企業団　☎48・2229

久吉ダム水道企業団からのお知らせ

指定給水装置工事
事業者はこちらを
ご覧ください

★１歳の記念に写真を掲載してみませんか？（３月号掲載）
●対象
　令和７年１月から３月に１歳の誕生日を迎える町内在住のお子さん
●掲載内容
　お子さんの写真・氏名（ふりがな）・生年月日・住所（町内名のみ）
●応募方法
①お子さんの写真データ１枚（５ＭＢ以内）
②お子さんの氏名（ふりがな）・生年月日・性別・住所（町内名のみ）、保護者氏名、連絡先、40文字以内のコメント（お子さんに向け

てのひと言など）を記入したもの
◎①、②を２月12日（水）【※必着】までにご応募ください。Ｅメールでの応募の際は、件名に『子どもの写真』と記入をお願いします。
※なお、件名の記入や必要事項に漏れがあると掲載できない場合がありますので、ご注意ください。

■お問合せ・ご応募先　大鰐町総務課広報担当　☎48・2111（代表）　Ｅメール　koho@town.owani.lg.jp

わが家のめごこを募集します
１月～３月に１歳の誕生日を１月～３月に１歳の誕生日を
迎えるお子さんを募集します。迎えるお子さんを募集します。

次回は３月号への掲載となります。次回は３月号への掲載となります。
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講師・スクールサポートスタッフ募集

小・中学校の講師募集！（令和７年４月から勤務）

　公立小・中学校において、令和６・７年度に児童・生徒の指導に当たる「講師（臨時的任用職員）」と教員に

代わって教材の準備等を行う「スクールサポートスタッフ」を募集しています。

▽応募資格
●講師：小・中学校の教員免許状を所有している人

※「臨時免許状」を授与することにより、所持免許状以外の校種・教科の指導ができる場合があります。

●スクールサポートスタッフ：資格等は不要です

▽応募方法
　ホームページ（二次元コード）に掲載している「臨時的任用職員等申請書」を

提出してください。

■お問合せ　県教育庁中南教育事務所　弘前市蔵主町４　☎32・4451

●小・中の教員免許状の所有者対象
　公立小・中学校において、令和７年４月から勤務が可能な児童・生徒の指導に当たる講師（臨時的任用職員）

を募集しています。「ブランクが長いが問題ないか」など、お気軽にお問合せください。

▽応募資格
小・中学校の教員免許状を所有している人

※「臨時免許状」を授与することにより、所持免許状以外の校種・教科の指導ができる場合があります。

　（例）中学校（数学）の免許状を有している方が小学校で教科指導ができる。

▽応募方法
　ホームページ（二次元コード）に掲載している「臨時的任用職員等申請書」を

提出してください。

■お問合せ　県教育庁中南教育事務所　弘前市蔵主町４　☎32・4451

有
料
広
告
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農家の皆さんへ～農業者年金に加入しましょう！～
●農業者年金は農家のための終身年金です。また、通常加入の部分であれば農業を続けながら年
金を受給できることもあり、老後の安心材料になります！

【加入資格】
①　年間60日以上農業に従事

②　国民年金の第１号被保険者（保険料納付免除者を除く）

③　20歳以上65歳未満の方

上記３つの要件を満たす方ならどなたでも加入できます！

※尚、年間60日以上農業に従事する60歳以上の国民年金の任意加入者も加入できます。

【特徴とメリット】
①　財政方式が「積立方式・確定拠出型」

　　少子高齢時代に強い年金制度です。

②　保険料の額は自由に決められる

　　月額２万円から６万７千円まで、千円単位で選択でき、いつでも見直すことができます。

　　（35歳未満で要件を満たす方は月額１万円から加入可能）

③　終身年金

　　80歳前に亡くなった場合は、死亡一時金として遺族に支給されます。

④　公的年金ならではの税制優遇措置

　　支払った保険料全額が社会保険料控除の対象となり、所得税・住民税等の節約につながります。

⑤　担い手には保険料の国庫補助

　　一定の要件（認定農業者・青色申告者等）を満たす農業者に対して、保険料の国庫補助が設けられています。

◎年金シミュレーターについて
　独立行政法人　農業者年金基金では、年金額を試算できる年金シミュレーターをホームページに掲載しており

ます。右の QR コードをスマートフォンで読み込むと直接年金シミュレーターの画面につながります。

　この機会にご自身が貰える年金の額がどのくらいになるか試算してみてはいかがでしょうか。

※詳しくは、農業者年金基金ホームページをご覧くだい。（https://www.nounen.go.jp）

■お問合せ　農業委員会　☎55・6592

●果樹共済は、自然災害や病害虫、鳥獣などの影響により、果樹の減収が発生した場合に、共済
金を支払う共済です。近年全国で頻発している自然災害に備えるために、ぜひ果樹共済にご加
入ください！

■お問合せ
　ＮＯＳＡＩ青森　ひろさき支所　☎28・5700

りんご農家の皆さんへ～果樹共済に加入しましょう！～ 済共樹果

※　品種ごとの収穫箱数でお申し込みいただきます。
　　例えば、　ふじ　1,000箱　のお申し込みで

　　　　　　　　　　　　掛金は� 80,000円
　　　　　　　　　　　　補償額は� 2,870,000円

（被害の割合に応じて支払われます）

加入申込期限　　　令和７年３月25日

掛金等納入期限　　令和７年４月７日
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町政ここが聞きたい　  議会だより 

1212 月月
定例町議会定例町議会

一 般 質 問

秋田谷　和　文　議員　　竹　内　富士子　議員
山　谷　博　子　議員　　藤　田　賀津彦　議員
三　浦　道　広　議員　　髙　橋　浩　二　議員

６名登壇

①
合
葬
墓
に
つ
い
て

①
合
葬
墓
の
整
備
は
、
い
か
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

昨
年
十
月
、
私
の
質
問
を
受
け
町
民
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
さ
れ
た
。
私
の
知
る
限

り
、
合
葬
墓
に
初
め
て
光
が
当
た
っ
て
か
ら

既
に
三
年
以
上
過
ぎ
た
。

今
後
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
、
い
か

な
る
こ
と
を
踏
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
の

か
。
具
体
的
に
お
示
し
願
い
た
い
。

①
（
町
長
）

昨
年
度
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
七
割
以
上
の
方
が
合
葬
墓
の
整
備
を
希

望
又
は
検
討
す
べ
き
と
回
答
し
て
い
る
。
併

せ
て
合
葬
墓
の
利
用
を
希
望
す
る
声
も
四
割

以
上
あ
っ
た
の
で
、
町
と
し
て
合
葬
墓
の
整

備
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

本
町
に
お
け
る
墓
地
を
取
り
巻
く
環
境
等

を
考
慮
し
、
現
在
、
他
市
町
村
の
先
進
事
例

を
参
考
と
し
な
が
ら
、
基
本
計
画
を
策
定
中

で
あ
り
、
令
和
七
年
度
当
初
予
算
に
整
備
に

要
す
る
経
費
を
計
上
す
る
予
定
。

ま
た
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
関
し
て

は
、
令
和
七
年
度
中
に
整
備
方
法
、
デ
ザ
イ

ン
及
び
工
事
業
者
を
決
定
後
、
年
内
に
着
工

し
、
年
度
内
の
完
成
を
予
定
し
て
い
る
。
順

調
に
推
移
す
れ
ば
令
和
八
年
度
春
か
ら
供
用

開
始
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

①
い
じ
め
防
止
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

②
食
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
向
上
、
企
業

誘
致
に
つ
い
て

①
い
じ
め
が
発
覚
し
に
く
い
理
由
と

し
て
、
い
じ
め
に
遭
う
側
に
三
つ
の

心
理
が
あ
る
と
い
う
。

一
つ
目
は
、
人
に
知
ら
れ
た
く
な
い
と
い

う
こ
と
。
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
恥
ず

か
し
い
こ
と
で
、
で
き
れ
ば
人
に
知
ら
れ
た

く
な
い
と
い
う
気
持
ち
。

二
つ
目
は
、
親
に
心
配
を
か
け
た
く
な
い

と
い
う
思
い
。
こ
れ
は
親
と
し
て
は
つ
ら
い

も
の
で
あ
る
が
、
子
ど
も
は
親
に
心
配
を
か

け
ま
い
と
し
て
、
学
校
で
起
こ
っ
て
い
る
こ

と
を
隠
し
、
何
も
な
か
っ
た
よ
う
な
顔
で
親

と
向
か
い
合
う
。

そ
し
て
三
つ
目
は
、
報
復
に
対
す
る
恐
怖

心
。
先
生
や
親
に
報
告
す
る
こ
と
で
、
さ
ら

に
い
じ
め
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
の
で
は
な

い
か
、
そ
の
と
き
に
誰
か
ら
も
守
ら
れ
な
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
恐
怖
心
が
あ
る
と
い

う
。
以
上
の
三
つ
の
理
由
に
よ
り
、
い
じ
め

の
発
覚
ま
で
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
の
だ

と
い
う
。

い
じ
め
は
決
し
て
特
別
な
も
の
で
は
な

く
、ど
こ
に
で
も
起
こ
り
得
る
も
の
で
あ
り
、

誰
も
が
当
事
者
に
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
と

の
認
識
に
立
つ
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
今

日
で
は
、
い
じ
め
は
子
ど
も
対
子
ど
も
の
話

し
合
い
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
根
本
的
な
解

決
の
た
め
に
は
、
親
や
教
員
、
学
校
、
教
育

委
員
会
、
地
域
社
会
、
自
治
体
が
こ
れ
に
問

題
意
識
を
持
っ
て
、
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
一
点
目
と
し
て
、
本
町
に
お
け

る
い
じ
め
の
現
状
に
つ
い
て
、
ま
た
、
本
町

と
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

二
点
目
と
し
て
、
他
市
町
村
に
倣
い
、
い

じ
め
防
止
条
例
を
制
定
す
べ
き
と
考
え
る
が

い
か
が
お
考
え
か
。

①
（
教
育
長
）　

一
点
目
の
本
町
に
お
け
る
い
じ
め
の

現
状
だ
が
、
文
部
科
学
省
に
提
出
し
て
い
る

調
査
に
お
い
て
は
、
令
和
四
年
度
は
小
学
校

三
件
、
中
学
校
六
件
、
令
和
五
年
度
は
小
学

校
五
件
、
中
学
校
一
件
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
本
町
と
し
て
の
取
り
組
み
だ
が
、「
い

じ
め
防
止
対
策
推
進
法
」
を
受
け
て
「
大
鰐

町
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
を
策
定
し
、
そ

れ
に
基
づ
い
て
本
町
小
中
学
校
で
は
実
態
に

応
じ
た
「
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
を
策
定

し
、
各
校
教
職
員
が
共
通
理
解
を
図
り
な
が

ら
対
応
し
て
い
る
。

な
お
、「
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
」
施
行

か
ら
十
年
以
上
が
経
過
し
た
が
、
全
国
的
に

重
大
事
態
の
発
生
件
数
が
令
和
四
年
度
に
過

去
最
多
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
重
大
事
態

調
査
の
実
施
時
に
係
る
様
々
な
課
題
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
年
八
月
、

文
部
科
学
省
は
、「
い
じ
め
の
重
大
事
態
の
調

査
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
改
訂
し
た
。

今
回
の
改
訂
に
お
い
て
は
、
特
に
「
重
大

事
態
調
査
へ
の
学
校
や
関
係
者
の
対
応
を
よ

秋田谷　和文 議員

問答

問

答

竹内　富士子 議員
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り
明
確
化
」
と
、「
円
滑
適
切
な
調
査
の
実

施
及
び
い
じ
め
対
象
児
童
生
徒
や
保
護
者
等

に
寄
り
添
っ
た
対
応
」
を
促
す
こ
と
と
し
て

い
る
。
本
町
で
も
改
訂
の
主
旨
を
活
か
し
た

取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

二
点
目
に
つ
い
て
、青
森
県
内
に
お
い
て
、

「
い
じ
め
防
止
条
例
」
を
制
定
し
て
い
る
市

町
村
は
な
い
が
、
八
戸
市
が
十
二
月
定
例
会

に
条
例
案
を
提
案
し
た
と
聞
い
て
い
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
に
も
早
い
動
き
と

な
っ
て
お
り
、
多
く
は
各
市
町
村
の
「
い
じ

め
防
止
基
本
方
針
」
を
基
に
い
じ
め
防
止
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
。

本
町
に
お
い
て
も
、
今
の
と
こ
ろ
条
例
制

定
は
行
わ
ず
「
い
じ
め
の
重
大
事
態
の
調
査

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
改
訂
の
主
旨
を

活
か
し
、「
大
鰐
町
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」

を
改
訂
し
、
い
じ
め
防
止
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
い
じ
め
問
題
は
複
雑
化

し
て
い
る
た
め
、
国
や
他
市
町
村
の
動
向
を

常
に
注
視
し
な
が
ら
、
今
後
も
い
じ
め
防
止

に
つ
い
て
の
十
分
な
取
り
組
み
を
小
中
学
校

に
促
し
て
い
く
。

②
一
点
目
、
稼
げ
る
農
業
の
復
活
の

た
め
の
農
地
集
約
化
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
と
減
反
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

二
点
目
、
企
業
誘
致
対
策
に
つ
い
て
、
土
地

の
値
段
を
下
げ
る
と
い
う
対
応
は
可
能
か
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
対
策
と
課
題
に
つ
い
て

伺
う
。
三
点
目
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に
つ
い

て
の
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

②
（
町
長
）　

一
点
目
、
当
町
に
お
い
て
は
、
高
齢

化
や
人
口
減
少
に
よ
り
、
今
後
農
業
者
の
減

少
や
耕
作
放
棄
地
が
拡
大
し
、
農
地
が
適
切

に
利
用
さ
れ
な
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
農
作
業
の
手
間
や
時

間
、
生
産
コ
ス
ト
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
農
地
の
集
約
化
等
に
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
る
。

こ
の
取
組
を
推
進
す
る
た
め
、
将
来
の
農

業
経
営
や
農
地
の
集
約
化
を
目
視
で
き
る

「
目
標
地
図
」
を
含
む
、
地
域
計
画
を
今
年

度
末
に
策
定
す
る
予
定
。
策
定
に
あ
た
り
、

各
地
区
で
座
談
会
を
開
催
し
、
幅
広
い
意
見

を
聴
取
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い
計
画
の
策
定

に
努
め
る
と
と
も
に
、
策
定
後
に
お
い
て
も

そ
の
実
現
に
向
け
、
地
域
内
外
か
ら
農
地
の

受
け
手
を
確
保
す
る
た
め
、
農
地
バ
ン
ク
を

活
用
し
な
が
ら
農
地
の
集
約
化
を
推
進
し
て

い
く
。

次
に
減
反
に
つ
い
て
、
国
の
米
政
策
の
見

直
し
に
よ
り
平
成
三
十
年
に
減
反
政
策
が
終

了
と
な
り
、
現
在
、
米
の
生
産
は
県
や
関
係

団
体
で
構
成
す
る
青
森
県
農
業
再
生
協
議
会

が
定
め
る
「
生
産
数
量
目
標
」
を
基
に
需
要

に
応
じ
た
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
人
口

減
少
や
食
の
多
様
化
に
よ
り
米
の
消
費
量
が

減
少
し
て
い
る
中
、
食
料
自
給
率
の
向
上
の

た
め
、
水
田
を
活
用
し
、
需
要
の
あ
る
麦
、

大
豆
、
野
菜
や
飼
料
米
へ
の
作
付
け
転
換
に

よ
る
国
の
交
付
金
を
活
用
し
な
が
ら
、
生
産

者
を
支
援
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後

も
国
・
県
、
関
係
機
関
の
動
向
を
見
据
え
な

が
ら
農
業
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

二
点
目
、
今
年
度
、
八
幡
館
農
工
団
地
で

販
売
し
て
い
る
区
画
は
、
一
区
画
、
約

一
万
一
千
平
方
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
お
り
、

随
時
募
集
と
し
て
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
青
森
県
産
業
立
地
ガ

イ
ド
」
に
工
業
団
地
情
報
と
し
て
掲
載
さ
れ
、

価
格
に
つ
い
て
は
不
動
産
鑑
定
を
元
に
設
定

し
、
応
談
可
能
と
し
て
い
る
。
八
幡
館
農
工

団
地
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
毎
年
数
件
あ

り
、
売
却
に
向
け
た
動
き
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
毎
年
県
主
催
の
企
業
誘
致
に
係
る

研
修
会
に
職
員
を
参
加
さ
せ
、
効
果
的
な
企

業
誘
致
に
関
す
る
情
報
収
集
に
努
め
て
い

る
。
工
業
団
地
の
課
題
と
し
て
は
、
開
発
許

可
の
条
件
が
工
場
の
み
と
な
っ
て
お
り
、
募

集
要
件
が
限
ら
れ
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ

る
。
町
内
に
働
く
場
所
を
増
や
す
た
め
、
今

後
も
積
極
的
に
企
業
誘
致
に
努
め
て
い
く
。

三
点
目
、
我
が
国
は
、
国
内
資
源
に
よ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
が
諸
外
国
に
比
べ
極
め

て
低
い
水
準
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
は
、
石

油
や
石
炭
、
天
然
ガ
ス
な
ど
の
化
石
燃
料
の

大
部
分
を
輸
入
に
頼
っ
て
お
り
、
国
際
紛
争

や
円
安
な
ど
に
よ
り
、
燃
料
価
格
高
騰
な
ど

の
影
響
を
受
け
や
す
い
と
い
っ
た
デ
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
町
と
し
て
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

給
に
関
す
る
国
、
県
の
今
後
の
動
向
を
注
視

し
つ
つ
、
省
エ
ネ
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

①
老
朽
化
が
進
行
し
て
い
る
「
湯
〜
と
ぴ

あ
」「
旧
高
原
ス
キ
ー
場
ス
キ
ー
セ
ン
タ
ー

プ
ラ
ザ
」「
お
お
わ
に
山
荘
」
な
ど
の
遊
休

施
設
の
今
後
の
在
り
方
と
方
向
性
に
つ
い
て

②
災
害
時
の
学
校
側
の
児
童
引
き
渡
し
に
つ

い
て

③
二
〇
二
七
年
度
末
で
運
行
休
止
と
な
る
弘

南
鉄
道
大
鰐
線
に
つ
い
て

①
今
の
ま
ま
だ
と
老
朽
化
が
著
し
く

景
観
の
悪
さ
、
強
い
て
は
町
の
印
象

も
悪
く
し
て
い
る
。

町
民
か
ら
は
い
つ
ま
で
こ
の
ま
ま
に
し
て

お
く
の
か
と
い
う
声
も
上
が
っ
て
い
る
。
遊

休
施
設
を
今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の

か
、
廃
止
、
撤
去
、
再
利
用
な
ど
今
後
の
方

向
性
に
つ
い
て
町
の
方
針
を
伺
う
。

①
（
町
長
）　

遊
休
施
設
に
つ
い
て
は
、
営
業
を
休

止
し
て
以
降
、
老
朽
化
が
著
し
く
、
景
観
を

損
ね
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
町
で
は
個

別
施
設
計
画
に
基
づ
き
、
町
内
公
共
施
設
を

整
備
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
町
の
財
政
状

況
を
鑑
み
た
う
え
で
、
町
民
の
安
全
・
安
心

を
確
保
し
、
利
便
性
の
向
上
、
そ
し
て
災
害

時
に
は
防
災
拠
点
と
し
て
、
町
行
政
の
中
心

と
な
る
新
庁
舎
建
設
を
優
先
す
べ
き
と
の
判

断
に
至
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
町
内
の
遊
休
施
設
の
解
体
・

撤
去
に
関
し
て
は
、
庁
舎
建
設
以
降
と
な
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。
有
利
な
財
源
と
な
る

過
疎
対
策
事
業
債
に
よ
る
解
体
費
用
の
基
金

の
積
み
立
て
を
行
っ
て
お
り
、
令
和
五
年
度

末
で
は
約
二
億
六
千
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
再
利
用
に
つ
い
て
は
、「
旧
大
鰐

第
二
小
学
校
」
を
、
令
和
六
年
四
月
か
ら
、

全
国
ス
キ
ー
大
会
準
備
室
と
し
て
活
用
し
て

問

問

答

答

山谷　博子 議員
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い
る
。
町
民
が
将
来
に
わ
た
り
、
安
全
に
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
の

実
現
の
た
め
、
遊
休
施
設
の
解
体
撤
去
を
効

率
的
か
つ
計
画
的
に
実
施
し
て
い
く
。

②
六
月
十
九
日
に
お
き
た
製
材
所
の

大
火
の
際
、
学
校
か
ら
児
童
引
き
渡

し
の
連
絡
が
あ
っ
た
。
今
回
は
火
事
だ
っ
た

が
、今
後
水
害
等
で
橋
が
不
通
に
な
っ
た
時
、

橋
の
向
こ
う
側
に
あ
る
小
学
校
や
中
学
校
、

保
育
園
含
め
、
ど
の
よ
う
に
し
て
学
校
に
迎

え
に
行
け
ば
い
い
の
か
と
、
不
安
に
思
っ
た

父
兄
の
方
が
数
多
く
あ
っ
た
。

こ
れ
か
ら
も
地
震
、
水
害
、
土
砂
崩
れ
、

不
審
者
情
報
な
ど
、
児
童
の
引
き
渡
し
が
増

え
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。
迎
え
に
行
け
な

い
場
合
は
ど
う
な
る
の
か
な
ど
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
的
な
も
の
は
あ
る
の
か
学
校
側
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
う
。

②
（
教
育
長
）　

六
月
十
九
日
の
火
災
に
つ
い
て
、
非

常
に
大
き
な
火
災
だ
っ
た
た
め
、
緊
急
対
応

を
し
た
。
教
育
委
員
会
の
動
き
は
、
火
災
の

影
響
範
囲
、
道
路
の
状
況
、
公
共
交
通
機
関

の
運
行
状
況
な
ど
の
情
報
収
集
を
行
い
、
対

応
に
あ
た
っ
た
。
そ
の
際
は
、
学
校
か
ら
一
部

の
保
護
者
に
引
き
渡
し
を
お
願
い
す
る
な
ど

し
た
が
、
議
員
仰
せ
の
と
お
り
、
保
護
者
へ

引
き
渡
し
が
で
き
な
い
場
合
も
予
想
さ
れ
る
。

大
規
模
な
災
害
と
な
る
と
、
防
災
担
当
や

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
対
応
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
が
、
学
校
で
は
、
原
則
と
し

て
下
校
の
安
全
が
確
保
で
き
な
い
場
合
は
、

児
童
生
徒
は
学
校
待
機
と
な
る
。

ま
た
、
保
護
者
引
き
渡
し
に
特
化
し
た
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
作
成
し
て
い
な
い
が
、
安
全
対

策
の
計
画
の
中
に
、
保
護
者
引
き
渡
し
に
関

し
て
の
記
載
が
あ
り
、
小
学
校
で
は
毎
年
一

回
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
は
、マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
も
含
め
て
、

他
市
町
村
の
対
応
な
ど
を
確
認
し
な
が
ら
、

よ
り
一
層
、
児
童
生
徒
の
安
全
対
策
に
努
め

て
い
く
。③

十
一
月
二
十
七
日
の
夕
刻
に
廃
線

に
な
る
と
の
報
道
が
あ
り
、
沿
線
で

弘
南
鉄
道
を
利
用
し
事
の
推
移
を
見
守
っ
て

き
た
市
民
・
町
民
は
、
こ
の
決
定
に
非
常
に

驚
い
た
よ
う
だ
。

今
後
の
公
共
交
通
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

町
で
は
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
く
の
か
。

町
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

③
（
町
長
）

十
一
月
二
十
七
日
に
行
わ
れ
た
弘
前

圏
域
の
市
町
村
長
会
議
に
お
い
て
、
会
社
か

ら
物
価
高
騰
に
よ
る
動
力
費
の
高
騰
及
び
職

員
の
高
齢
化
、
慢
性
的
な
人
員
不
足
が
要
因

と
な
り
、
大
鰐
線
の
赤
字
解
消
が
今
後
も
見

込
め
な
い
こ
と
か
ら
、
会
社
と
し
て
苦
渋
の

決
断
で
は
あ
る
が
運
行
継
続
が
困
難
で
あ
る

と
判
断
し
た
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

町
で
は
、弘
前
市
や
関
係
団
体
と
一
緒
に
、

大
鰐
線
の
維
持
活
性
化
に
向
け
、
町
民
や
議

員
の
皆
さ
ま
の
御
理
解
を
得
な
が
ら
、
様
々

な
利
用
促
進
策
に
取
り
組
ん
で
来
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
人
員
不
足
や
将
来
の
見
通
し
の

厳
し
さ
を
考
慮
す
る
と
、
公
共
交
通
と
は
言

え
、
一
民
間
企
業
で
あ
る
今
回
の
会
社
の
判

断
は
、
や
む
を
得
な
い
も
の
と
重
く
受
け
止

め
て
い
る
。

弘
南
鉄
道
で
は
、
現
在
利
用
し
て
い
る
方

や
高
校
受
験
を
控
え
て
い
る
方
々
に
影
響
が

出
な
い
よ
う
、
令
和
九
年
度
末
ま
で
運
行
を

継
続
し
た
い
意
向
で
あ
る
。
町
と
し
て
も
、

弘
前
市
な
ど
の
関
係
機
関
と
協
議
し
な
が

ら
、
休
止
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
利
用
者
や
沿

線
住
民
に
で
き
る
限
り
影
響
が
及
ば
な
い
よ

う
努
め
て
い
く
。

今
後
も
バ
ス
の
路
線
維
持
や
運
転
手
不
足

等
、
公
共
交
通
に
お
け
る
課
題
は
山
積
し
て

い
る
が
、
ま
ず
は
、
大
鰐
線
に
替
わ
る
代
替

輸
送
の
確
保
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
や
弘
南
バ
ス

等
の
既
存
の
公
共
交
通
を
活
用
し
な
が
ら
、

町
民
の
足
の
確
保
・
維
持
に
努
め
て
い
く
。

①
働
く
場
所
の
確
保
、
推
進
に
つ
い
て

②
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の
進
捗
に
つ
い
て

①
個
々
の
年
収
を
増
や
す
た
め
に

百
三
万
円
「
税
の
壁
」、
百
三
十
万

円
「
社
会
保
障
の
壁
」
の
見
直
し
が
国
会
与

党
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

本
県
知
事
も
、
物
価
高
騰
対
策
・
景
気
の

浮
揚
・
労
働
市
場
の
活
性
化
な
ど
一
定
程
度

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
見
直
し
の
賛
意
を

示
し
て
い
る
。
年
収
増
額
と
騒
が
れ
て
い
る

中
だ
が
、
こ
れ
は
働
く
場
所
が
あ
っ
て
の
こ

と
。「

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
」
第
三
期

重
要
業
績
評
価
指
数
の
中
に
、
令
和
五
年
度

誘
致
企
業
ゼ
ロ
と
あ
っ
た
。
こ
こ
十
年
で
も

極
め
て
少
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。

町
内
で
従
業
員
三
十
名
以
上
の
企
業
は
何

社
あ
る
の
か
、
ま
た
五
十
名
以
上
の
企
業
は

何
社
あ
る
の
か
。

本
町
は
近
隣
市
町
村
に
比
べ
、
企
業
を
誘

致
し
地
元
雇
用
促
進
の
取
り
組
み
に
遅
れ
て

い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
企
業
誘
致
は
地
元

雇
用
と
移
住
者
推
進
に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。
高
齢
化
が
進
む
中
、
年
金
を
貰
い
な

が
ら
働
か
な
け
れ
ば
物
価
高
騰
に
対
応
で
き

な
い
、生
活
で
き
な
い
方
が
年
々
増
加
す
る
。

企
業
へ
の
手
厚
い
優
遇
も
視
野
に
入
れ
な
が

ら
、
働
く
場
所
を
増
や
す
施
策
を
行
っ
て
頂

き
た
い
。①

（
町
長
）　

誘
致
企
業
数
に
つ
い
て
、
令
和
五
年

度
の
実
績
は
な
か
っ
た
が
、
累
計
は
十
社
で

あ
り
、
総
合
戦
略
の
目
標
を
達
成
し
て
い
る
。

従
業
員
数
に
つ
い
て
は
、
商
工
会
調
べ
に
よ

る
と
三
十
人
以
上
の
企
業
は
七
社
、
う
ち

五
十
人
以
上
の
企
業
は
六
社
と
な
っ
て
い
る
。

中
山
間
地
に
位
置
す
る
本
町
は
、
企
業
誘

致
に
適
す
る
大
規
模
な
用
地
の
確
保
が
難
し

く
、
平
野
部
の
近
隣
市
町
村
に
比
べ
、
条
件

が
不
利
で
あ
る
と
は
思
う
が
新
た
な
雇
用
の

場
を
創
出
す
る
企
業
誘
致
の
推
進
や
支
援
に

つ
い
て
も
、
積
極
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
町
で
は
、
事
業
者
に
対
し
「
外

問

問

問

答

答

答

藤田　賀津彦 議員
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町政ここが聞きたい　  議会だより 
国
人
観
光
客
受
入
環
境
整
備
事
業
」
や
「
事

業
者
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
推
進
事
業
」
を
実
施
し

て
お
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
促
進
や
、
地

域
経
済
の
活
性
化
な
ど
、
事
業
者
が
自
ら
行

う
企
業
の
成
長
を
支
援
し
て
い
る
。

ま
た
、
空
き
店
舗
を
活
用
し
た
起
業
・
創

業
支
援
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
推
進
等
を

通
じ
た
雇
用
の
場
の
創
出
を
図
る
と
共
に
、

企
業
誘
致
や
働
く
場
を
増
や
す
取
組
を
継
続

し
て
い
く
。

今
後
も
商
工
会
を
含
め
た
各
種
団
体
と
連

携
し
、
若
者
か
ら
高
齢
者
の
方
々
な
ど
、
誰

も
が
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
町
づ
く
り
を

目
指
し
、
企
業
支
援
や
働
く
場
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
く
。

②
昨
年
六
月
定
例
議
会
一
般
質
問
に

お
い
て
町
内
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の
質

問
を
行
い
、
そ
の
回
答
か
ら
犯
罪
の
早
期
解

決
及
び
抑
止
力
、
黒
石
警
察
署
か
ら
の
設
置

提
案
、
安
全
安
心
な
街
づ
く
り
の
必
要
性
。

一
方
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
観
点
か
ら
望
ま
な

い
た
め
、
関
係
者
と
今
後
の
協
議
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。
そ
の
協
議
結
果
を
伺
う
。

昨
今
、
首
都
圏
を
中
心
と
し
た
犯
罪
で
は

想
像
を
遥
か
に
超
え
る
凶
悪
犯
罪
が
起
き
て

い
る
が
、
防
犯
カ
メ
ラ
に
よ
り
検
挙
率
の
向

上
に
繋
が
っ
て
い
る
。

本
町
は
大
鰐
警
察
署
か
ら
黒
石
警
察
署
大

鰐
交
番
へ
縮
小
に
な
り
、
防
犯
体
制
が
脆
弱

に
な
っ
て
い
な
い
の
か
不
安
を
抱
え
る
町
民

は
少
な
く
な
い
。

犯
罪
抑
止
力
・
犯
罪
検
挙
率
の
向
上
、
町

民
の
日
常
に
お
け
る
安
全
安
心
を
目
的
に
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
対
策
も
十
分
考
慮
し
た
上

で
、
町
内
・
各
地
区
へ
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
を

考
え
て
頂
き
た
い
。

②
（
町
長
）　

関
係
機
関
と
の
協
議
の
結
果
、
令
和

六
年
度
中
に
駅
前
の
第
一
分
団
屯
所
の
外
壁

に
四
基
の
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
駅
前
交
差
点
の
改
良
工
事
完
了
後
の
令

和
七
年
二
月
に
設
置
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、防
犯
カ
メ
ラ
の
運
用
に
つ
い
て
は
、

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
等
へ
の
配
慮
が
必
要

で
あ
り
、
カ
メ
ラ
設
置
と
併
せ
て
運
用
要
領

を
定
め
、
令
和
七
年
三
月
以
降
に
運
用
を
開

始
す
る
予
定
。
な
お
、
現
時
点
で
は
、
そ
の

他
の
場
所
へ
の
設
置
は
予
定
し
て
い
な
い

が
、
今
後
必
要
に
応
じ
て
対
応
し
て
い
く
。

①
弘
南
鉄
道
大
鰐
線
に
つ
い
て

②
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

①
地
域
の
交
通
手
段
・
生
活
の
足
と

し
て
存
続
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い

い
と
思
う
弘
南
鉄
道
大
鰐
線
だ
が
、
二
十
七

年
度
末
で
の
運
行
休
止
が
決
ま
っ
た
。
二
十

七
年
度
末
ま
で
の
運
行
な
の
で
十
一
月
二
十

三
日
付
け
の
新
聞
記
事
に
載
っ
て
い
る
「
弘

南
鉄
道
が
国
か
ら
改
善
指
示
を
出
さ
れ
、
そ

の
鉄
道
整
備
の
安
全
対
策
費
用
が
三
千
四
百

四
万
円
に
上
が
り
、
そ
れ
を
沿
線
五
市
町
村

が
全
額
助
成
す
る
」
と
掲
載
さ
れ
た
。

そ
の
安
全
対
策
費
用
が
発
生
す
る
と
思

う
の
だ
が
、
弘
前
市
の
費
用
は
二
路
線
で

二
千
四
万
円
と
試
算
が
記
事
に
出
て
い
る
が

当
町
の
負
担
額
は
い
く
ら
か
。
ま
た
運
行
休

止
ま
で
安
全
に
運
行
す
る
た
め
弘
南
鉄
道
大

鰐
線
内
に
あ
る
複
数
の
鉄
道
橋
に
関
し
て
の

安
全
性
を
検
証
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

①
（
町
長
）　

弘
南
鉄
道
は
、
令
和
五
年
八
月
の
大

鰐
線
脱
線
事
故
を
発
端
と
し
た
一
連
の
運
休

事
案
に
よ
り
、
本
年
一
月
に
東
北
運
輸
局
の

業
務
改
善
指
示
を
受
け
、
同
年
二
月
に
改
善

措
置
報
告
書
を
国
へ
提
出
し
て
い
る
。

沿
線
住
民
の
足
を
守
る
重
要
な
役
割
を
果

た
す
た
め
に
は
、
国
の
改
善
指
示
へ
の
対
応

は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
報
道
に
も
あ
っ
た

令
和
六
年
度
の
追
加
補
修
は
、
沿
線
市
町
村

と
協
調
補
助
す
る
こ
と
と
し
、
本
定
例
会
に

提
出
し
た
補
正
予
算
に
計
上
し
て
い
る
。

大
鰐
線
に
係
る
追
加
補
修
内
容
と
し
て

は
、
鯖
石
駅
構
内
の
ポ
イ
ン
ト
レ
ー
ル
交
換

工
事
、
大
鰐
線
全
線
の
軌
道
通
り
補
正
及
び

軌
道
変
位
検
測
な
ど
、
事
業
費
全
体
で
は

一
千
七
百
七
十
三
万
一
千
円
、
こ
れ
に
係
る

本
町
の
負
担
額
は
四
百
七
十
五
万
二
千
円
と

な
っ
て
い
る
。

鉄
道
の
橋
梁
に
つ
い
て
、
平
成
三
十
年
度

に
鉄
道
資
産
管
理
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
大

鰐
線
に
架
か
る
四
十
八
鉄
道
橋
の
健
全
度
の

判
定
で
は
、
石
川
陸
橋
を
含
む
六
つ
の
橋
梁

に
つ
い
て
、
早
期
に
修
繕
が
必
要
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。

調
査
結
果
を
受
け
、
修
繕
計
画
に
反
映
し

て
お
り
、
令
和
三
年
度
か
ら
昨
年
度
ま
で
、

五
つ
の
橋
梁
の
補
修
を
完
了
し
、
今
年
度
で

す
べ
て
の
補
修
が
完
了
す
る
見
込
み
と
な
っ

て
い
る
。②

山
間
部
で
河
川
が
あ
る
当
町
に
お

い
て
、
水
力
発
電
が
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
し
て
有
効
性
が
あ
る
と
思
う
。

先
月
、
議
員
研
修
会
で
「
全
国
小
水
力
発

電
大
会
」
を
視
察
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
佐
賀

モ
デ
ル
と
な
る
松
隈
小
水
力
発
電
が
非
常
に

参
考
に
な
る
取
り
組
み
事
業
だ
と
思
っ
た
。

お
お
ま
か
に
は
、
小
水
力
発
電
事
業
に

よ
っ
て
高
齢
化
し
た
集
落
の
問
題
点
を
自
助

努
力
で
解
決
で
き
て
い
る
点
で
あ
る
。

当
町
に
お
い
て
も
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
を
推
進
し
て
も
ら
い
、
そ
の
た
め

の
職
員
の
視
察
研
修
を
実
施
し
て
は
ど
う
か

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

②
（
町
長
）　

議
員
仰
せ
の
小
水
力
発
電
と
は
、
河

川
や
ダ
ム
、
農
業
用
水
路
等
の
水
流
を
利
用

し
て
、
季
節
や
昼
夜
を
問
わ
ず
発
電
が
可
能

で
、
太
陽
光
や
風
力
発
電
と
比
較
す
る
と
、

小
規
模
で
も
年
間
を
通
し
て
安
定
し
た
発
電

が
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
山
間
部
で
ダ

ム
や
河
川
が
あ
る
本
町
に
お
い
て
は
、
自
然

環
境
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
と

し
て
、
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

参
考
事
例
と
し
て
ご
説
明
を
い
た
だ
い

た
、
佐
賀
モ
デ
ル
で
あ
る
松
隈
小
水
力
発
電

所
は
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な
り
、
松
隈
地

域
づ
く
り
株
式
会
社
を
設
立
し
て
い
る
。
地

区
内
の
農
業
用
水
路
を
活
用
し
た
小
水
力
発

問答

答

答

問

問

三浦　道広 議員



17 広報おおわに ２月号

電
に
よ
る
売
電
収
益
で
、
農
地
・
山
林
・
水

利
施
設
の
維
持
管
理
に
活
用
し
て
い
る
成
功

事
例
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
県
内
で
も
、
同
様
の
取
組
事
例
が

あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
ご
提
案
い
た

だ
い
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
県
に
お
い
て
も
、
自
然
環
境
と
の

共
生
を
前
提
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

よ
る
発
電
に
関
わ
る
共
生
構
想
が
策
定
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
在
、
新
た
な
条
例
の

制
定
に
向
け
た
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
公
表

さ
れ
て
い
る
。県
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

県
内
や
他
県
の
事
例
を
参
考
に
、
実
施
主
体

及
び
水
利
権
の
確
認
や
、
事
業
化
の
可
能
性

の
調
査
を
行
い
た
い
と
思
う
。

①
人
口
減
少
の
対
応
に
つ
い
て

②
補
助
金
に
つ
い
て

③
町
の
経
済
に
つ
い
て

①
町
で
は
こ
れ
ま
で
も
様
々
な
対
策

を
し
て
き
て
い
る
が
、
高
齢
化
社
会

を
支
え
て
く
れ
る
生
産
年
齢
人
口
を
増
や
す

た
め
に
は
更
な
る
思
い
切
っ
た
施
策
が
必
要

で
は
な
い
か
。
若
い
人
の
声
に
は
「
大
鰐
に

い
た
い
け
ど
、
結
婚
し
て
住
む
と
こ
ろ
が
な

い
か
ら
ほ
か
の
市
に
行
く
し
か
な
い
。」「
大

鰐
に
は
ど
う
し
て
町
営
住
宅
が
な
い
の
。」

な
ど
と
い
う
若
い
人
の
声
を
聞
く
。
大
鰐
に

は
空
き
家
空
き
地
が
た
く
さ
ん
あ
る
が
若
い

人
が
望
む
広
さ
で
な
か
っ
た
り
建
物
が
古

か
っ
た
り
と
若
い
人
に
は
現
実
的
で
は
な
い

よ
う
だ
。

生
産
年
齢
人
口
を
増
や
す
た
め
に
も
「
町

内
に
ま
と
ま
っ
た
広
さ
の
土
地
」
を
購
入
で

き
る
機
会
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
計
画
を
立
て

財
産
取
得
し
、
そ
こ
に
若
い
人
が
住
み
家
族

と
し
て
こ
の
ま
ち
で
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う

な
、
そ
ん
な
計
画
を
今
後
立
て
る
よ
う
な
お

考
え
は
あ
る
か
。

①
（
町
長
）　

生
産
年
齢
人
口
い
わ
ゆ
る
十
五
歳
か

ら
六
十
四
歳
ま
で
の
人
口
が
減
少
す
る
と
、

税
収
が
減
少
す
る
一
方
で
、
社
会
保
障
費
な

ど
は
増
大
す
る
な
ど
、
一
層
厳
し
い
財
政
事

情
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
対
策

と
し
て
、
本
町
で
は
、
住
居
の
新
築
・
リ

フ
ォ
ー
ム
に
係
る
補
助
事
業
や
、
新
婚
世
帯

に
対
し
て
も
定
額
の
新
生
活
費
用
の
補
助
を

実
施
す
る
こ
と
で
、
移
住
や
子
育
て
世
代
の

定
住
を
促
進
し
て
い
る
。

ま
た
、
空
き
地
や
空
き
家
の
利
活
用
を
活

発
化
す
る
た
め
、
空
き
家
の
解
体
、
家
具
の

処
分
、
空
き
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
係
る
補
助

事
業
を
実
施
し
、
本
年
度
も
多
数
の
申
請
が

あ
り
予
算
上
限
に
達
し
て
い
る
。

町
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
低
所
得
者
の
住

宅
不
足
を
緩
和
す
る
の
が
目
的
で
あ
り
、
高

齢
者
向
け
住
宅
の
建
設
や
、
空
き
家
が
多
く

見
ら
れ
る
た
め
、
現
時
点
で
は
新
た
な
町
営

住
宅
の
計
画
は
無
く
、
現
在
の
財
政
状
況
を

踏
ま
え
る
と
そ
の
た
め
の
土
地
の
購
入
は
見

込
め
な
い
状
況
に
あ
る
。

若
者
か
ら
高
齢
者
、
誰
も
が
住
み
続
け
た

い
と
思
え
る
よ
う
、
こ
れ
ら
施
策
に
よ
り
人

口
減
少
を
少
し
で
も
抑
制
し
、
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

②
町
で
は
様
々
な
補
助
金
事
業
を
し

て
い
る
が
、
補
助
金
の
い
く
先
は
大

鰐
に
納
税
し
て
い
る
業
者
を
優
先
的
に
す
べ

き
で
は
な
い
か
。
町
に
業
者
が
な
い
場
合
は

仕
方
な
い
が
、
補
助
金
は
大
切
な
町
の
お
金

だ
。
地
元
納
税
業
者
に
利
益
が
出
る
よ
う
に

し
て
こ
そ
町
の
活
性
に
繋
が
る
と
思
う
。
も

し
町
の
お
金
が
地
元
納
税
業
者
が
あ
る
に
も

関
わ
ら
ず
他
市
町
村
に
納
税
し
て
い
る
業
者

に
支
払
わ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
の
で
あ

れ
ば
、
一
度
見
直
す
べ
き
だ
と
思
う
が
町
で

は
ど
う
思
う
か
。

②
（
町
長
）　

町
の
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
、
各
担

当
課
に
お
い
て
、
地
域
の
経
済
情
勢
を
踏
ま

え
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
繋
が
る
事
業
等

に
対
し
支
援
し
て
い
る
。
議
員
仰
せ
の
地
元

納
税
業
者
以
外
へ
の
補
助
金
の
支
出
と
し
て

は
、
町
内
で
対
応
で
き
な
い
も
の
を
除
き
、

直
接
的
に
補
助
金
の
支
出
を
行
っ
て
い
る
も

の
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
例
と
し
て
農
業
用
資

材
の
購
入
に
係
る
補
助
に
お
い
て
、
町
外
事

業
者
か
ら
資
材
を
購
入
し
て
い
る
事
例
が
あ

る
が
、
あ
く
ま
で
も
生
産
者
へ
の
支
援
が
目

的
で
あ
る
の
で
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い

と
思
う
。

今
後
も
補
助
事
業
全
般
に
お
い
て
、
地
域

の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
地
域
経
済
の
活

性
化
に
繋
が
る
事
業
を
実
施
し
て
い
く
。

③
年
々
町
が
閑
散
と
し
て
い
る
。
こ

の
ま
ま
で
は
お
店
や
業
者
が
な
く

な
っ
て
い
く
と
思
う
。
そ
れ
は
活
気
が
な
く

な
る
と
同
時
に
町
の
財
政
に
も
大
き
く
影
響

す
る
。
も
は
や
企
業
努
力
だ
け
で
ど
う
に
か

な
る
も
の
で
は
な
い
。
行
政
と
し
て
こ
の
状

況
を
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。
ま
た
行
政
と

し
て
何
か
対
策
な
ど
考
え
て
い
る
の
か
。

③
（
町
長
）　

本
町
に
お
い
て
も
人
口
減
少
や
高
齢

化
に
よ
り
、
町
内
の
商
店
や
事
業
者
が
年
々

減
っ
て
い
る
と
憂
慮
し
て
い
る
。
町
と
し
て

は
、
起
業
を
志
す
方
へ
の
支
援
と
し
て
、
空

き
店
舗
等
活
用
創
業
支
援
事
業
や
、
県
と
連

携
し
た
融
資
信
用
保
証
料
の
補
助
、
ま
た
、

町
内
事
業
者
が
行
う
店
舗
の
改
修
や
新
メ

ニ
ュ
ー
開
発
な
ど
、
経
営
の
安
定
や
事
業
継

続
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
町
の
観
光
資
源
で
あ
る
、
自
然
・

食
・
文
化
を
活
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
対
す
る

支
援
の
ほ
か
、
町
民
自
ら
が
主
体
と
な
る

ま
ち
づ
く
り
事
業
に
対
し
支
援
を
行
う
こ
と

で
、
官
民
協
働
に
よ
る
取
組
み
を
行
っ
て
い

る
。
今
年
度
は
、
大
円
寺
を
活
用
し
た
新
し

い
イ
ベ
ン
ト
や
、
ま
ち
な
か
の
空
き
家
・
空

き
店
舗
等
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行

い
、
町
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
繋
が
っ
た
と

感
じ
て
い
る
。

今
後
も
事
業
者
や
起
業
者
に
対
す
る
支
援

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
通
し
て
、町
の
魅
力
を
発
信
し
な
が
ら
、

経
済
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
。

問

問

答

答

答

問

髙橋　浩二 議員
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火災予防・交通安全　  こちら警察・消防！

守りたい守りたい

未来があるから　火の用心未来があるから　火の用心

令和６年度全国統一防火標語令和６年度全国統一防火標語

雪片付けや雪下ろし時の事故にご注意を�
　２月４日は立春と呼ばれるように暦上では春が始まる
日となっています。しかし春が始まるといえどもまだま
だ寒い日が続いています。雪の晴れ間に雪片付けや雪下
ろしにと精を出しているのではないでしょうか。
　しかし、この雪片付けや雪下ろしによる事故が例年後
を絶ちません。事故を未然に防ぐため次の５つのことに
注意しましょう。

①　屋根雪を下すため屋根に上るときは身体にロープ等
を結び、もう片方を雪止め等に固定するなどして転
落しないようにしましょう。

②　はしごを使用する際はしっかりと固定してから使用
するようにしましょう。

③　雪が積もった屋根の下に入らないようにしましょ
う。

④　除雪機に詰まった雪を除去する際は必ずエンジンを
止めてから行いましょう。

⑤　融雪溝への転落を防ぐため雪切網は絶対に取り外さ
ないようにしてください。

　以上の５つのことに注意して除雪作業を行うようにし
ましょう。

油流出事故にご注意ください�
　灯油等の流出事故が多く発生しています。側溝等に
流れ出すと河川へ流出し、重大な環境汚染を引き起こ
し、「水道や農業用水が取水できない」、「魚がへい死
する」などの人々の生活や動植物に多大な影響を与え
る恐れがあります。

流出事故を防ぐために
家庭では
●ホームタンクなどから灯油を小分けする時は、絶対
にその場を離れないようにしましょう。
●ホームタンクは安定した場所に設置し転倒防止を
行ってください。

●配管やタンクの定期点検に努め、バルブの閉め忘れ
に注意しましょう。
●冬期間は、屋根からの落雪による配管の破損・脱落
や、ホームタンクの転倒に注意しましょう。また、除
雪による配管の破損にも気をつけてください。

事業所では
●油をタンクへ補給するときは、吹きこぼしや、オー
バーフローに注意しましょう。
●タンク周囲の流出防止対策（防油堤など）や配管に
異常がないか定期的に確認しましょう。
●油の在庫を定期的に確認し、平時より減りが早くな
いか注意してください。
●廃油は専門業者に委託するなど適正処分してくだ
さい。
●冬期間は、屋根からの落雪による配管の破損・脱落
や、除雪による配管の破損に細心の注意を払ってくだ
さい。

冬期間の対策
●降雪前に除雪作業の支障となる物件について把握し
ておく。
●タンクや突出している配管が屋外にある場合は、冬
期間（降雪前）に目印をつけたり、損傷防止措置をす
る。
●日頃から、施設の定期点検を実施する。

事故が発生したら
１　発生源の流出防止対策を講じる（至急、消防署・役

場に連絡）
２　敷地外に流出しないよう、土のう等で防止対策を講

じる 
３　敷地内外に流出した物質を回収・除去

■大鰐町内の火災・救急発生状況
（令和６年12月末現在）

令和６年 前年比

火　災 ３件 ±０件
救　急 ４５２件 ＋３件

消防だより

東消防署 南分署
☎48・2108
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●放置違反金制度とは
　放置駐車違反をした運転者が警察署に出頭せず、運
転者への責任追及ができないときに、公安委員会が違
反車両の使用者に対し、放置違反金の納付を命ずるこ
とができる制度です。
●車両の使用者とは
　運行を支配し、管理する者をいい、通常は車検証の
使用者欄に記載されている方を指します。
●車検拒否制度について
　放置違反金が納付されないときは、督促状によって
督促を行います。督促を受けた方は、納付が確認され
るまで車検を受けることができません。
※納付後は改めて車検を受けることができます。
●放置違反金を納付しないと
　放置違反金は税金と同様に必ず納付しなければなら
ないものなので、督促を受けても放置違反金を納付し
ないときは、最終的に財産（現金、預貯金など）の差
押えを受けることがあります。

「運転適正相談窓口」を活用してみませんか？
●運転適正相談窓口とは
　運転に支障がある病気等にかかった方やそのご家族
等からの相談のほか
　•運転に不安のある方
　•運転免許証の返納についてお悩みの高齢者の方
　•上記にあてはまる方のご家族等
からの相談も受け付けております。
　運転適正相談窓口は、
　•青森県運転免許センター
　•八戸、弘前、むつ自動車運転免許試験場
　•県内各警察署
に設置しております。
　希望する相談場所へ事前にお問い合わせの上、ご相
談ください。
●安全運転相談ダイヤル（＃8080）
　病気や身体に障害を有する方の運転免許の取得に関
すること、高齢者等の運転の継続に関すること、運転
免許証の返納に関することなどのご相談を受け付けて
おります。
　•全国統一の電話番号
　　＃8080（シャープハレバレ）
　•受付時間
　　午前９時から午後４時まで
　　（土、日、休日及び年末年始を除く）

■お問合せ
　青森県警察本部交通部運転免許課
　高齢運転者等支援係
　☎017・782・0081

注意‼「闇バイト」は犯罪実行者の募集です
　目先の利益を手に入れるため、少年少女が「闇バイ
ト」に安易に応募し、特殊詐欺や強盗等の重大な犯
罪に加担してしまうことが大きな社会問題となってい
ます。
●「闇バイト」とは
　一般的に、報酬と引き換えに犯罪行為を行うことと
されており、Ｘや Instagram などの SNS やインター
ネット掲示板などで、短時間で高収入が得られるなど
甘い言葉で募集しています。応募してしまうと、詐欺
の受け子や出し子、強盗の実行犯など犯罪組織の手先
として利用され、犯罪者となってしまいます。
●一度でも「闇バイト」をしてしまうと
　やめたいと思っても、応募のときに送った身分証明
書から「家に行く」「家族に危害を加える」と犯罪組
織から脅されて逮捕されるまでやめられません。逮捕
されたあとに待ち受けるのは懲役や被害者への損害賠
償です。もちろん犯罪組織は助けてくれません。「闇
バイト」は使い捨てです。
●「闇バイト」に手を出さないために
　「高額」「即日現金」「高額即金」「副業」「書類を受
け取るだけ」「ホワイト案件」等の言葉に注意。申込
時に匿名性の高いアプリのインストールを求められる
場合は、「闇バイト」の可能性があります。楽して稼
げるアルバイトは存在しません。
●「闇バイト」についての御相談は
　今すぐ少年サポートセンターまたは最寄りの警察署
に相談してください！

▼黒石警察署大鰐町交番
　☎48・2241

▼少年サポートメール
　youngmail-587867@extra.ocn.ne.jp

違法駐車はやめましょう
　県内では降雪期を迎え、例年、積雪により道路が狭
くなります。その中で違法駐車をすると、交通事故や
交通渋滞の発生原因となるばかりでなく、救急車など
の緊急自動車の通行や除排雪作業の妨害となるなど、
県民生活に悪影響を及ぼします。
　ドライバーの皆さん自身がルールを守ることはもち
ろん、事業者の方が駐車場を確保するなど「違法駐車
をしない、させない環境作り」を推進し、違法駐車を
なくしましょう！

警察だより
黒石警察署大鰐交番
☎48・2241
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行事予報・戸籍の窓口など　  月替わり掲載コーナー 

　　

町管理栄養士 ひなたの

おすすめレシピ
　　　　　　　vol.52

◆作り方
①菜の花は洗って４cm程度の長さに切る。

　にんじんは短冊切りにする。

②菜の花は食感が残る程度、にんじんはやわらかくなるまでそ

れぞれゆで、ざるにあげて冷ます。

③オレンジは皮をむき、ボウルに１／４を手で絞り、残りは小

さめに切り、同じボウルに入れる。

④③に②、しらす、調味料全てを加え、和える。

★レシピのポイント！
オレンジや酢の酸味により、使う塩の量を

抑えることができます。

★気になる栄養価（１人分）は？
エネルギー /109kcal、タンパク質 /5.8g、

脂質 /3.5g、炭水化物 /16.0g、食塩 /0.5g

■レシピに関するお問合せ　保健福祉課健康推進係　☎55・7149（直通）

１日に野菜を 350 ｇ以上食べよう

大鰐町民は男性 143.8g/ 日、女性 149.8g/ 日と野
菜の摂取量がとても少ないです。そこで旬ご
との野菜を使ったレシピを紹介します。ぜひご家庭
でも作ってみてください♪

野菜が 120g（１人分）
摂れるレシピです

～今月のコラム～
　菜の花とオレンジには、免疫力を高める作用のあるビタミン C が豊富に含まれます。また、血管を老
化させる活性酸素を取り除く抗酸化作用があり、動脈硬化の予防にも効果があります。

材料名 分量（４人分）

菜の花 200g

にんじん １本

オレンジ １個

しらす 30g

酢 大さじ２

オリーブオイル 大さじ１

塩 少々

こしょう 少々

２月のおすすめレシピは ･･

菜の花とオレンジのサラダ
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■
毎
月
20
日
は
、
健
康
の
日
で
す
。
自
分
の
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

２ 月
13日（木）～ ○町・県民税申告相談

18日（火）～23日（日） ○秩父宮杯・秩父宮妃杯　第98回全日本学生スキー選手権大会

３ 月
２日（日）

○消防出初式
○入学おめでとう会（総合福祉センター）

13日（木） ○大鰐中学校卒業証書授与式

19日（水） ○大鰐小学校卒業証書授与式

お誕生おめでとう　
お子さん（地区名）

戸籍の窓口 （※順不同、敬称略。大鰐町に届け出し、
希望された方のみ掲載しています。）

■ 12月受付分

・石　郷　常　男（81歳）長峰

・福　津　ヨシヱ（93歳）大鰐１

・原　子　テ　ツ（91歳）鯖石

・田　中　カ　ツ（89歳）元長峰

・後　藤　明　吉（78歳）八幡館

・奈　良　節　江（82歳）八幡館

・横　山　和　子（92歳）蔵館１

・米　田　　　湊
みなと

（鯖石）

・吹　田　愛
まな

　翔
と

（駒木）

おくやみもうします　
亡くなった人（年齢）地区名

大鰐町の人口と世帯数
令和６年12月末日現在
人　口 8,231人
前月比 －28人
　　男 3,787人
　　女 4,444人
平均年齢 57.5歳
世帯数 4,036世帯
前月比 －12世帯

行事予報



22

お知らせ・募集など　 おおわにかわら版

令
和
７
年
度
申
込
み
受
付
中

「
奨
学
金
制
度
」
の
お
知
ら
せ

　

大
鰐
町
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
修
学
が
困
難

な
方
を
対
象
に
『
奨
学
金
制
度
』
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

　
『
奨
学
金
制
度
』
の
申
込
書
類
は
、
学
務
生
涯

学
習
課
（
中
央
公
民
館
内
）
に
備
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

１
．
奨
学
金
の
額

①
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
又
は
専
修
学
校
の

高
等
課
程
の
生
徒

　

月
額
１
０
０
０
０
円

②
大
学
（
専
門
職
大
学
、
大
学
院
、
専
門
職
大
学

院
、
短
期
大
学
、
専
門
職
短
期
大
学
を
含
む
）

又
は
専
修
学
校
の
専
門
課
程
の
学
生

　

月
額
３
０
０
０
０
円

２
．
貸
与
の
期
間

　

奨
学
金
を
貸
与
す
る
期
間
は
、
入
学
す
る
学
校

の
正
規
の
修
業
期
間
で
す
。
な
お
、
引
き
続
き
上

級
学
校
へ
入
学
し
た
際
は
、
そ
の
正
規
の
修
業
期

間
を
貸
与
の
期
間
と
し
て
継
続
で
き
ま
す
。

３
．
奨
学
金
の
返
済

　

学
校
卒
業
後
１
年
間
を
据
え
置
い
て
、
15
年
以

内(

貸
与
の
期
間
が
４
年
以
内
の
と
き
は
、
10

年
以
内)

の
半
年
賦
、
又
は
年
賦
で
返
済
。

４
．
申
込
期
限
（
書
類
提
出
期
限
）

　

令
和
７
年
３
月
25
日
（
火
）

問
大
鰐
町
教
育
委
員
会　

学
務
生
涯
学
習
係
（
中

央
公
民
館
内
）
☎　

48
・
３
２
０
１

放
送
大
学
入
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

○
放
送
大
学
で
は
、
令
和
７
年
４
月
入
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

○
放
送
大
学
で
は
、「
大
学
を
卒
業
し
た
い
」「
働

き
な
が
ら
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
た
い
」「
学
び
を

楽
し
み
た
い
」「
空
い
た
時
間
を
有
功
に
使
い

た
い
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
で
様
々
な
年

代
や
職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

○
授
業
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｂ
Ｓ
放
送
で
視

聴
し
、
単
位
認
定
試
験
も
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
受
験
で
き

る
た
め
、
今
の
時
代
の
学
び
方
と
し
て
も
注
目

を
集
め
て
い
ま
す
。

○
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
情

報
・
自
然
科
学
な
ど
、
約
３
０
０
の
幅
広
い
科

目
が
あ
り
、
半
年
・
１
科
目
か
ら
で
も
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

○
全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
や
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー

ス
が
あ
り
、
面
接
授
業
（
ス
ク
ー
リ
ン
グ
）
や

サ
ー
ク
ル
活
動
の
ほ
か
、
様
々
な
相
談
へ
の

対
応
や
学
習
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
利
用
も
で
き

ま
す
。

○
出
願
期
間
は
令
和
７
年
３
月
11
日
ま
で
。

○
資
料
を
無
料
で
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

放
送
大
学
青
森
学
習
セ
ン
タ
ー（
☎
０
１
７
２
・

38
・
０
５
０
０
）

八
戸
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

（
☎
０
１
７
８
・
70
・
１
６
６
３
）

○
詳
し
く
は
、
放
送
大
学
ウ
ェ
ブ

　

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

青
森
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

～
高
齢
者
雇
用
安
定
法
の
ポ
イ
ン
ト
～

　

高
年
齢
者
が
活
躍
で
き
る
環
境
整
備
が
必
要

で
す
。

○
定
年
65
歳
未
満
の
事
業
主
は
、
①
65
歳
ま
で
の

定
年
引
き
上
げ
、
②
定
年
制
廃
止
、
③
65
歳
ま

で
の
継
続
雇
用
制
度
導
入
の
い
ず
れ
か
を
講
じ

る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
※
経
過
措
置
に
よ
る
継

続
雇
用
制
度
は
令
和
７
年
３
月
末
で
終
了
で
す
。

○
更
に
、
①
70
歳
ま
で
の
定
年
引
き
上
げ
、
②
定

年
制
廃
止
、
③
70
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
制
度
導

入
等
の
い
ず
れ
か
が
努
力
義
務
で
す
。

　

就
業
規
則
を
ご
確
認
の
う
え
、
必
要
に
応
じ
て

就
業
規
則
の
改
定
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
青
森
労
働
局
職
業
対
策
課

☎
０
１
７
・
７
２
１
・
２
０
０
３

ま
た
は
お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

自
動
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
の

　
　
　
　
手
続
き
は
お
早
め
に

　

例
年
、
３
月
中
旬
か
ら
３
月
末
は
自
動
車
の
検

査
や
登
録
の
手
続
き
が
集
中
し
、
窓
口
や
駐
車
場

が
大
変
混
み
合
い
ま
す
。

　

自
動
車
等
の
移
転
登
録
（
名
義
変
更
）、
抹
消

登
録
等
の
登
録
手
続
き
は
、
お
早
め
に
お
済
ま
せ

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
各
種
登
録
手
続
き
に
必
要
な
書
類
等
の

案
内
は
、
青
森
運
輸
支
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま

た
は
、
自
動
車
検
査
登
録
総
合
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
受
付
時
間
は
８
時
45
分
か
ら
11
時
45
分
、

13
時
か
ら
16
時
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

○
青
森
運
輸
支
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

○
自
動
車
検
査
登
録
総
合
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

○
自
動
車
手
続
き
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

　

青
森
運
輸
支
局

　

☎
０
５
０
・
５
５
４
０
・
２
０
０
８

　

八
戸
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

　

☎
０
５
０
・
５
５
４
０
・
２
０
０
９

※
案
内
時
間
は
、
開
庁
日
の
８
時
30
分
か
ら
17
時

15
分
ま
で
（
自
動
音
声
は
24
時
間
ご
利
用
に
な

れ
ま
す
）
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F…ファクス  E…E メール  H…ホームページ  問…お問合せ・お申込み先

４月から実施している、弘前大学協働事業「町職
員 × 弘前大学生　大鰐未来づくりプロジェクト」よ
り、令和６年７月号から月１回、弘前大学生が大鰐
町を見て、触れて、感じたことについてのコラムコー
ナーがスタートしました！

第８回は、金子　莉歩（かねこ　りほ）さんが
「わにハロ音楽祭」の企画運営に携わった際に感じ
たことを語ってくれます！

弘前大学生コラムコーナー

第８回目テーマ

わにハロ音楽祭

　10月27日、わにハロというハロウィンのイベン

トを大鰐町で開催しました。紫とオレンジに彩ら

れた普段とは一味違う大鰐町に2000～3000人以

上もの人々が来場してくれて大盛況でした。

　その中で私は、わにハロ音楽ライブ企画の担当

になり、弘前大学の軽音サークルを呼んで野外ラ

イブをさせて頂きました。なぜ私が音楽ライブを

企画したのかというと、私も実はドラムをやっていて、大好きな音楽とイベントを掛

け合わせたらワクワクするなと思ったからです！あとは、学生が演者として大鰐町に

行く、そしてその学生を観に友達が来るといった具合に学生が学生を呼ぶという若者

が大鰐町に来るきっかけの連鎖が起こればなとも思いました。狙い通り、多くの大学

生が来て大鰐町でイベントを楽しんでいました。

　今回の企画で裏方の大変さと責任の重さを実感し、本番当日まで不安でいっぱいで

したが、色々な人々が携わり、裏方の大変な作業や協力の土台があることを実感した

うえで、初めて本番で１音鳴った瞬間の感動が今でも忘れられません。「大鰐町で皆で

一つの音楽を創り上げている」と感じ、本当に感動しました。ステージ上というスポ

ットライトが当たる一部分だけでは無く、その周りの裏方の地道な仕事があって初め

てイベントは成功することを学び、縁の下の力持ちというのを言葉だけではなくて実

体験に落とし込めた今回の経験は本当に貴重でした。

　最後に、この場を借りて沢山協力して頂いた大鰐町の方々に改めて感謝いたします。

機材を貸して頂いたり、当日の会場のセッティングからＰＡ、撤収作業まで手伝って

下さったり、準備中に「頑張ってね！」と応援し

てくれたり、差し入れでおにぎりをくれたりなど

大鰐町の人々の「町のために何かをしたい」とい

う熱意と人の暖かさに触れ、胸がじんわり熱くな

りました。来場してくれた皆様、ご協力頂いた皆様、

最高に楽しいハロウィンと音楽、良い学びをあり

がとうございました！！
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発
行
　
大
鰐
町
役
場
（
〒
〇
三
八
―
〇
二
一
一
　
青
森
県
　　
　
　
南
津
軽
郡
大
鰐
町
大
字
大
鰐
字
羽
黒
館
五
番
地
三
）　
　
　
　
　
　
　
　
編
集
　
総
務
課
　
☎
〇
一
七
二
―
四
八
ー
二
一
一
一

わになって みんなポカポカ 大鰐町

　今後の活躍が期待される
吹田投手ですが、報道陣か
らの取材に対してもプロの
選手として誠実に迷いなく
受け答えする場面が特に印
象的でした。
　ケガには十分気を付けて
いただきながら、少しでも
早く１軍のマウンドで投げ
る姿が見られるよう応援し
ています！

３歳児健診３歳児健診
むし歯のない子むし歯のない子
12月の３歳児健診でむし歯
が無かった子どもたちを
紹介します！

成成
な り たな り た

田田　　季季
きっぺいきっぺい

平平  くんくん
（宿川原）（宿川原）

山山
や ま だや ま だ

田田　　桜桜
お とお と

冬冬  ちゃんちゃん
（元長峰）（元長峰）

五五
い が ら しい が ら し

十嵐十嵐　　優優
ゆ づ るゆ づ る

弦弦  くんくん
（鯖石）（鯖石）

長長
お さ りお さ り

利利　　奏奏
か な たか な た

汰汰  くんくん
（三ツ目内）（三ツ目内）

福福
ふ く だふ く だ

田田　　桜桜
お う きお う き

氣氣  くんくん
（唐牛）（唐牛）

下下
しもやましもやま

山山　　蒼蒼
あ お とあ お と

翔翔  くんくん
（蔵館８）（蔵館８）

樋樋
といかわといかわ

川川　　琴琴
こ は るこ は る

春春  ちゃんちゃん
（大鰐７Ａ）（大鰐７Ａ）

尾尾
お だお だ

田田　　心心
こ の かこ の か

椛椛  ちゃんちゃん
（大鰐10）（大鰐10）

工工
く ど うく ど う

藤藤　　新新
に のに の

乃乃  ちゃんちゃん
（虹貝新田）（虹貝新田）

鳴鳴
な る みな る み

海海　　陽陽
ひ な のひ な の

望望  ちゃんちゃん
（大鰐10）（大鰐10）


